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エラータ

『横浜経営研究』第38巻第第 3 ・ 4 号（2018年 3 月15日発行）の以下の論説
谷地　弘安「要求工学における要求獲得技法－技法間関係に着目した要求獲得フレーム」の参
考文献が欠落しておりましたので，下記のとおり訂正いたします．
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